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予
　
算

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
松
野
久
郎
、

副
委
員
長
・
伊
藤
勝
美
）は
、９
月
14

日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。委
員
会

で
は
、市
当
局
へ
の
質
疑
の
後
、さ
ら

に
慎
重
な
審
査
が
必
要
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
、継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

最
終
日（
９
月
22
日
）、本
会
議
に

お
い
て
、委
員
長
か
ら
継
続
審
査
申

出
書
の
提
出
が
あ
り
、継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
質
疑
よ
り

◎
令
和
４
年
度
白
石
市
一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
５
号
）　　
　

◎
令
和
３
年
度
白
石
市一般
会
計

　
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て　

　

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
千
345
万
５
千
円

追
加
し
、予
算
総
額
を
175
億
１
千

623
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
集
会
所
等
建
設
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
千
51
万
６
千
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
事
業

　
　
　
　

  

１
億
６
千
５
万
３
千
円

○
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

　
　
　
　
　
　
１
千
13
万
５
千
円

○
森
林
経
営
管
理
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 　
１
千
388
万
円

○
道
路
維
持
補
修
費（
除
雪
関
連

　
経
費
）　 　

 　

   

６
千
501
万
円

○
市
道
改
良
整
備
事
業

　
　
　
　
　

     　
１
千
700
万
円

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
１
千
413
万
６
千
円

○
文
教
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　

  　

３
千
294
万
７
千
円

〔
質
疑
〕令
和
３
年
度
決
算
を
受
け
、

本
年
度
の
残
り
の
施
策
や
市
政
運

営
、来
年
度
の
予
算
編
成
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

直
接
請
求
と
は
？　
　
　

　

地
方
自
治
体
が
行
う
地
方
行

政
に
、住
民
の
意
思
を
直
接
反
映

さ
せ
る
制
度
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
74
条
で
は
、

住
民
の
代
表
者
が
有
権
者
の
50

分
の
１
の
署
名
を
も
っ
て
、条
例

の
制
定
や
改
廃
を
地
方
公
共
団

体
の
長（
市
長
）に
請
求
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

※

直
接
請
求
の
内
容
は
４
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

み
や
ぎ
蔵
王
白
石
ス
キ
ー
場
・

白
石
市
南
蔵
王
休
憩
所
の
２
施
設

は
、令
和
４
年
11
月
30
日
で
指
定
管

理
の
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　

 　
不
忘
ア
ザ
レ
ア

●
指
定
の
期
間

　
　

   
令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら

　
　

   

令
和
９
年
５
月
31
日
ま
で

※

指
定
管
理
者
の
事
業
年
度
変
更

　

に
伴
い
、指
定
期
間
の
終
期
を

　

５
月
31
日
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〔
答
弁
〕令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

地
方
交
付
税
や
地
方
特
例
交
付
金
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
大
き
く
増
加

し
た
。そ
の
結
果
、財
政
状
況
の
主

要
な
指
数
で
あ
る
経
常
収
支
比
率

や
実
質
公
債
費
比
率
が
大
き
く
改

善
し
た
が
、こ
れ
は
臨
時
的
な
改
善

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
経

済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

景
気
動
向
は
依
然
と
し
て
不
安
定

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
数
年
、台
風
や
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
立
て
続
け
に
見
舞

わ
れ
、そ
の
災
害
復
旧
事
業
や
防
災

へ
の
備
え
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

さ
ら
に
、公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対

策
、高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
扶
助
費

の
増
加
、行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
関
連

経
費
の
増
加
な
ど
、本
市
の
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

現
在
、第
六
次
白
石
市
総
合
計

画
に
基
づ
く
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、少
子
高
齢
化
、人
口

減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
、安
全
・

安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、持
続

可
能
な
、効
率
的
で
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
の
対
応
策
と
し
て
、集
中
改
革

プ
ラ
ン（
第
四
次
改
訂
版
）に
、安

定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
し
て
、

自
主
財
源
の
確
保
、経
費
の
節
減
と

合
理
化
、予
算
の
重
点
配
分
を
掲

げ
て
い
る
が
、特
に
自
主
財
源
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
算
編
成
や
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
を
ど

こ
に
重
点
的
に
投
資
し
て
い
く
か

と
い
う
、選
択
と
集
中
が
さ
ら
に
重

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。　
　
　

〜
ご
意
見
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　　

白
石
市
議
会
の
議
員
定
数
・

議
員
報
酬
改
正（
案
）に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、33
名
の
方
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
い

た
し
ま
す
。


